請負契約書印紙税法に定められた収入印紙




注文者（以下「甲」という。）及び請負人（以下「乙」という。）は、各々対等な立場における合意に基づき、次の条項によって請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

（契約の目的）
第１条　甲は、乙に対し、別表に記載する作業を発注し、乙はこれを請け負い、善良なる管理者の注意義務をもって作業を実施するものとする。

（契約期間）
第２条　契約期間は、令和○年○月○日から令和○年○月○日までとする。但し、天候不順等の乙の責めのない理由で契約期間内に業務を完成できない場合は、甲乙の協議により変更できるものとする。

（請負作業料の額及び支払方法）
第３条　甲は、別表に記載された作業に対して、完了した作業の単位ごとに算出された請負料金を乙に支払う。
２　甲は、作業を完了した日の属する月の翌月末までに、乙の指定する方法により、報酬を支払うものとする。

（費用の支払い）
第４条　請負作業の実施にあたり費用を必要とする場合は、甲乙協議し、当該費用の負担者及びその支払方法を決定する。

（請負作業に係る実施報告）
第５条　乙は、請負作業を実施するとき及び完了したときは、その都度速やかに甲に通知するものとする。

（責任の所在）
第６条　乙及び乙の利用者の作業中又は休憩中等に事故が発生した場合は、甲の故意又は過失による場合を除き、甲は、当該事故につきその責めを負わない。
第７条　請負作業の完成についての法律上のすべての責任は、乙が負うものとする。

（契約の変更等）
第８条　契約変更をする場合は、甲乙協議のうえその変更事項をこの契約書に明記するものとする。また、契約期間の途中において、契約を解除する場合は、双方の合意により解約するものとする。

（その他）
第９条　この契約に定めのない事項については、必要に応じて甲乙協議して定めるものとする。

別表
	作業内容
	作業場所
	請負作業量（面積等）
	請負料単価
	請負料の額

	（例）ホテル清掃
	○○市○○町○○番地
○○ホテル
	１０部屋
	1部屋
1,000円
	10,000円

	
	
	
	
	

	合計
	




本契約の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各自1通を保有する。

令和　　年　　月　　日
甲
　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
乙
　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

